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国際標準化会議の実施に関しては、ＩＳＯ中央事務局からガイドラインが出されています。会議の国内開催にあたっても、このガイドラインに則ることが求められますので、ホストの引き受け及び会議実施については、次の通りお進めいただきたくお願いします。

1． ホストの引き受け
会議のホストはメンバー国の持ちまわりで務めることがガイドラインに示されています。また、地理的条件により日本での開催頻度は他のメンバー国に比べて低いため、国内開催の打診があった場合は原則として引き受ける方向で検討します。

１）開催時期及び場所については、その場で即答することは避け、事務局及び関係者と協議の上、後日返事することとして下さい。

２）できるだけ速やかに｢国際標準化会議　日本開催申請書｣を起票し、分科会及び部会での審議の後、事務局経由で規格担当理事にご提出下さい。起票にあたり、時期や開催場所はわかる範囲でできるだけ詳細にご記入下さい。なお、当会の春・秋季大会期間中及びその前後の時期を避けるため等の事情により、時期等について調整させていただくことがあります。
2． 会議開催について

ガイドラインでは、ホスト国及び会議参加国に対する経済的負担の軽減の必要性が強調されています。
1） 公共の会議場を利用するなどして、会議費の節減にできるだけご協力下さい。
2） 会議用機材の準備については事前に事務局と相談して下さい。また、会議参加者に対して、資料はできるだけ事前に配布するか、当日配布の場合にあっては必要部数を用意しておくよう要請して下さい。
3） ＩＳＯ会議においては歓迎行事や社交行事はすべてホスト側の随意事項であり、実施の義務はありません。会議はできるだけ簡素にするよう心がけて下さい。また、委員会がホストに社交行事の実行を求めるような場合、このような行事の費用の負担を参加者に求める権利があることをご勘案下さい。
4） 通訳はＴＣ・ＳＣ会議においてフランス代表委員が求めた場合の英⇔仏通訳以外はつける義務がありません。また、日本人出席者のための英⇔日通訳は原則としてつけておりません。ご理解・ご協力をお願いします。
３．その他
日本代表者及び登録エキスパートの方につきましては、当会が国内旅費及び滞在費の一部を負担いたします。詳細は事務局に確認して下さい。
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国際標準化会議　日本開催申請書
	規格担当理事
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	申 請 日：
	　　年　　月　　日

	
	部会審議：
	　　年　　月　　日

	
	申 請 者：
	　　　　　　分科会

	
	（氏    名）
	


国際会議の国内開催を下記の要領で引き受けたく、申請いたします。
記
	会   議   名：
	第　回　ISO/TC  /SC  /WG  会議

	希望開催期間：
	　年　月　日～　月　日

	希望開催場所：
	

	 eq \o\ad(出席予定者,　　　　　　)：
	　ヶ国　(外国人)　　名、（日本人）　　名

	会議開催頻度：
	　回／年

	国内開催実績：
	　年　月（過去５年間）

	 eq \o\ad(特記事項,　　　　　　)：
	


以上
事務局コメント









